






松は季節によって風向きはそれほど変化しない。
ただ、どちらかと言えば夏場は追い風、冬場は向

かい風基調と言っても良い。そのためインコース1着率
は水面が安定する秋が一番高い。追い風になりやすい
夏場は２コースの差しが決まるようになる。冬から春
にかけては向かい風の影響でカド４コースからの攻め
も届きやすくなり、その４コースの攻めに乗った５コ
ースの台頭も、この時季に多くなる。



松を含めて福岡３場は
早くから自動計測を取

り入れていた。そのために
昔から若松の展示タイムは
信頼度が高いと言われてき
た。データ的にはトップ展
示艇の１着率は27.4％。こ
れは全国平均の27.6％とほ
ぼ変わらず、突出した数字ではないのだが、それでも当地
の展示タイムは重視したい。当該レース単位で見ると、明
らかに抜けた展示タイムを出す場合も多く、そういう選手
が好成績を出しやすいからだ。

タンドから１マークまでは41メートル。広いとまで
は言えないが全国平均レベルで、十分にマイシロが

取れるためイン有利な水面である。また、海水面のため
干満による潮の流れもある。潮位差は瀬戸内海ほどでは
ないが、２マーク後方から出入りする潮がレースに影響
を与えることもある。特に大潮の時などは注意が必要だ。
満潮に向かう時は２マークから１マークに流れる「追い
潮」となりインが有利になる。逆に干潮の時はダッシュ勢
のまくりは増加する傾向にある。この潮の流れと風向き
を合わせて考慮すると予想の幅も広がってくる。

ス





本的なことだが３連単の配当は２連単の４倍
が「適正」である。しかし、毎度都合よく４倍にな
ることはない。４倍未満なら２連単の方がお得だ
ったということもよくある。若松の３連単配当÷
２連単配当は3.85で、全国平均の3.95よりも低い。
一見、２連単の方がお
得と思われそうが、実
際にはそうではない。
若松では３着に伏兵が
来ることが多いため、
３連単の方がお得なケ
ースが実際には他場よ
りも目立つ。

基



も特徴的なのは
若松では６号艇の
３着が多いという
こと。３連対率は
29.0％で全国平均
の27.9％を上回る。
これが３連単配当
にちょっとしたス
パイスを与える。６号艇３着の
時は配当がグッと上がることが
多い。２連単の５、６倍は当た
り前で、時には10倍以上になる
こともある。逆に本命サイドで
決まる時はグッと配当が下がる。
本命サイドと予想するならば、
２連単もありだが、ベストは買
い目の点数を絞ること。
　６号艇が３着に入る予想なら
ば、他場よりも強気に攻めても
いい。配当アップのボーナスが
大きいからだ。

最



若松のインコース勝率は全国と比べるとやや
高い。今や舟券の中心はこのインコースにな
っているのは誰でも分かることだが、インの
買い方には注意が必要だ。有効なイン買いを
知らないと損をすることになる。



松のイン勝率は55.8％と高く、さらに年々上昇
傾向にある。それだけに「買い」が殺到する。人気
所は回収率もそれほど期待は出来ない。人気が被
る「１－２－３」などの配当は２連単「１－２」の2.9
倍しか付かない。前頁でも説明したように、この
ような人気所で勝負する時は、買い目を大幅に絞
る必要がある。絞り切れないようならば、無理を
せずに２連単を買った方が無難だ。
　若松では１号艇が勝った時の３連単配当÷２連
単配当は3.73。基準の４倍を大きく下回っている。
これは２連単の方がお得という意味ではなく、３
着の結果次第で配当の振れ幅が大きいということ。
６号艇の３着率は高いので、むしろインを買う上
では好都合とも言える。３着予想は当地における
醍醐味だ。
　また、インコースの２着率も高い。コース別の
２着比率を見るとインの２着残しは高い数字が並
ぶ。イン以外が勝つと予想する場合も、基本はイ
ンの２着を意識するべきである。

若





　若松では従来からある展示タイムに加えて、直線タイムと
１周タイムの２つのオリジナルタイムデータを提供してい
る。３つのタイムは場内のモニターなどではもちろん、ボー
トレース若松のホームページでも確認することが出来る。タ
イムデータで見えてくる機力は予想にも大いに役立つ。

供されているタイム
データは「1周タイム」「直
線タイム」「展示タイム」の
3つ。この3つのデータか
ら機力を多角的に推測す
ることも可能だ。
　従来から提供されてい
る展示タイムについては、
参考にしているファンも
多いことだろう。基本的
には伸び足を意味してい
る。若松は自動計測のた
めにその信頼度は高いと

言っていい。トップタイ
ムを出した艇が1着に入る
確率は全国平均並なのだ
が、気象条件などの影響
や調整がバッチリ合うと
抜けたタイムが出る時が
ある。そういう時は、結
果にも繋がりやすいので
展示タイムは要チェック
となる。
　直線タイムは、ターン
の出口辺りから最高速に
達するまでのいわゆる「中



間速」を表わす。車のギア
で言うとセカンドからサ
ードといったところか。
行き足と言い換えてもい
い。この足が良ければス
タートは決めやすく、ス
リット手前から伸びてい
くことも多い。最近では
この行き足を重視する選
手が増えているので、そ
の足を計る直線タイムは
非常に重要なタイムデー
タと言えるはずだ。
　最後は1周タイム。最初
に注意点を述べると、引
き波の関係でどうしても1

号艇のタイムが出やすい。
順に2号艇、3号艇という
具合にアドバンテージが
あるが、特に1号艇はタイ
ムが出やすいので、ある
程度の補正は必要になる。
1周タイムが良い場合、特
にどの足が良いとは判断
できないが、総合的に足
が良いということになる。
バランスが良いと言って
もいいだろう。あるいは
乗り心地が良いというこ
とにも繋がる。取捨に迷
った時などは、最終的に
この1周タイムに頼るとい
う手もある。



種のタイムデ
ータ測定位置は図
で示した通り。若
松のホームページ
の競技情報にも各
タイムデータが載
っている。3つの
タイムを見比べな
がら、選手の気配
を察知可能。1周
タイムでは総合的
な評価を。直線タ
イムでは行き足の
良さを確認。最後
に展示タイムで伸
び足を見極めた
い。全てのタイム
が良ければ、外コ
ースでも狙うこと
は十分可能だ。



　若松は季節によって若干風向きが変わる。基本的には
追い風が多いのだが、冬場になると向かい風が強い日が
多くなる。この風向きひとつで、レース傾向は変化する
ので注意が必要であるとともにその特徴を把握したい。

のセオリーは以前か
ら言われてるモノも多い
が、最近では昔のセオリ
ーが通用しなくなってい
ることもある。その点に
は十分注意したい。若松
でもそういう傾向が見ら
れる。追い風時には2コー
ス差しが利くようになる
のは以前からのことだが、
微風の向かい風では昔と
違ってインは弱くならな
いので気を付けたい。む
しろ微風ならばインはわ

ずかに強くなると言って
もいいほどだ。また、微
風の向い風では特別にダ
ッシュ勢が強くなるわけ
でもない。過剰な期待は
禁物である。
　しかし、これが5メー
トル以上の強風となると
話は変わってくる。この
場合は追い風であろうが、
向かい風であろうがイン
は利きづらくなる。強い
向い風では、まくりも台
頭するようになり、レー



スは一気に波乱傾向になる。
万舟率も21.9％と大きくアッ
プするなどレースが乱れるこ
とも多い。最も6コースが勝
つ条件のひとつでもある。
　強い追い風でもインは弱く
なるが、配当自体はそれほど
荒れない。2コースの差しが
多くなり、外は利かなるので
そこまで大きな配当は出にく
い。万舟率も14.8％と低めだ。
3,000円未満の配当が中心に
なるだろう。





　１〜12Ｒには個々の傾向がある。舟券を買う上でこ
れは非常に重要なこと。番組マンによって組まれるレ
ースはそれぞれ違った特徴を持っていることをしっか
りと頭に入れておこう。

松の１Ｒは基本的に
オールＢ級戦が組まれ
る。それでもイン勝率は
48.4％ありオールＢ級
戦にしては強い。艇番な
りの結果にもなりやす
い。注目のレースは２Ｒ
と３Ｒだ。１Ｒと違いＡ
級選手が入るが、１号艇
には乗らない。それでも
Ａ級選手の舟券は売れる
ため、Ｂ級選手が逃げた

場合は結構いい配当が付
く。それはイン回収率が
示す通りで２Ｒは130.1
％、３Ｒは122.4％と驚
異的な数字を誇ってい
る。明らかに買いだ。
　４Ｒは最もイン勝率が
低いレースで波乱含み。
穴党注目のレースだろ
う。５Ｒは１号艇Ａ級の
シード番組に加えて進入
固定戦。その割にイン勝



率は低め。イン回収率も低い。８
Ｒも１号艇Ａ級のシード番組だが、
こちらはイン勝率、イン回収率は
ともに高い。同じシード番組でも
これだけの差がある。
　最もイン勝率が高いのは12Ｒで
71.4％。かなりインに信頼が置け
るレースで、本命党の出番だ。



ン回収率が高い２Ｒ
と３Ｒの配当分布を見る
と興味深いことも分か
る。３桁配当が少なく、
1,000〜2,990円のレンジ
に集中している。これは
前述した通りインが勝っ
ても配当は割と付くこと
を意味している。また、
万舟率も高く、インばか
りではなく穴も狙えるレ
ースなのだ。

　７Ｒ以降になるとグッ
と本命傾向になるのが若
松の特徴。3,000円未満
の占有率は59.6％。約６
割は本命寄りの決着とな
る。5,000円以上の配当
は出にくいので、無理な
穴狙いは禁物。高配当狙
いをする場合はしっかり
とした理由付けが必要と
なるだろう。



松の番組傾向は以前
は「波乱傾向」であったの
だが、近年は圧倒的に「本
命傾向」にある。５Ｒ以
降はズラッと１号艇のＡ
級が続くので、必然的に
本命寄りになっている。
ただ、４Ｒまでは１号艇
にＡ級が乗ることがない
ので波乱含み。特に１Ｒ
はオールＢ級戦で風が強
い日などはよく高配当が
出る。地元記者によると
「４Ｒまでは荒れ放題で
すよ」とのこと。
　また、現在はＡ１級を
優遇する番組作りが主流
で、地元選手だからと言
って優遇されることは少

　場特有のレース傾向は番組マンが握っていると言っ
てもいい。その意図をくみ取れば、舟券の幅は広がる。

ない。そのため、特にＢ
級の地元選手にとっては
厳しいところもある。Ａ
１主流というのは、優勝
戦に主力のＡ１選手を乗
せたいという番組マンの
思惑もあるはず。
　節間に１号艇が多く回
ってくるのもそのためだ
が、１号艇以外でも他
のメンバーが軽くなる傾
向もある。優勝戦に誰を
乗せたいかという番組マ
ンの意図を強く意識すれ
ば、おのずと勝つ選手は
見えてくることもある。



　面白いのは５Ｒと８Ｒの企画番組。ともに１号艇Ａ
級の番組だが、イン勝率の差が大きい。普通、この手
の番組は番組マンが１号艇を勝たせたいというのが基
本だが、そうなっていない５Ｒはとても興味深い。こ
の２つのレース特徴も合わせて把握しておこう。

5Ｒは１号艇Ａ級の進入固定。
例外もあるが、１号艇にＡ２
級、２号艇にＡ１級、４号艇
にＡ２級という番組が多い。
２号艇のＡ１が強いこともあ
り、１号艇の１着率は49.2％
と企画番組にしては勝率が低
い。1,000〜1,990円の配当占
有率が高く、ガチガチのレー
ス提供ではないという番組マ
ンの意識も感じる。



　８Ｒは基本的に１〜３号艇
にＡ級を配置。しかし、５Ｒ
とは異なり１号艇（インを取ら
れるケースもある）の勝率は
65.9％と信頼度は高い。配当
も３桁が多く、５Ｒと比べる
と圧倒的に本命傾向だ。どち
らのレースもほとんどＡ級３
人だが、レース傾向や配当傾
向が異なるのは番組マンによ
るところが大きいはず。



松の配当傾向は変化し
やすい。最近1年間と、そ
れ以前の1年間を比べても
わずかな変動がある。現
状では以前よりやや高配
当傾向にあるということ
だ。最近1年間の万舟率は
以前よりも高くなってお
り、3桁配当は低くなっ
てきた。今後、変動の余

地もあるのだが、この万
舟率と3桁配当の2つの動
向を追っているだけでも、
若松の配当傾向は察知で
きる。
　もう少し短い期間であ
る最近半年で集計してみ
ると万舟率は18.6％。こ
れは全国平均の16.9％を
大きく上回る。3桁配当



も18.7％で、全国平均の
18.4％より高い。要する
に全国平均よりも配当は2
極化しているということ。
舟券予想も本命か穴狙い
かをはっきりした方が好
結果が出やすい場である。
　レース番号別に見ると

より明確になる。万舟率
の方はレースによってあ
まり差は出ないが、3桁配
当は4Rまでは圧倒的に出
にくい。そのあたりは臨
機応変に対応しながら予
想を立てよう。



　内枠(内コース)にアドバンテージがあるボートレ
ースでは当然、出目には偏りが出る。若松も例外で
はなく、当地独特の出目傾向も持っている。出現率
が高い出目、回収率が高い出目は覚えておいて損は
ない。

ンコースが強い若松
では、もちろん1号艇1
着の出目が多い。中でも
2連単では「1－2」と「1－
3」は突出しており、「1
－2」は出現率17.6％、「1
－3」は14.7％で合わせ
るとこの2つで32.3％を
占める。ただし、回収率
はともに75％前後と平
均的。回収率面では「1－

6」がお勧めだ。当地の
2連単では唯一の回収率
100％超え。ファンが思
っている以上にこの「1
－6」は出現することを
意味している。6号艇に
気配が良さそうな選手、
スタートが早い選手など
を見つけたら積極的に狙
う手も十分ある。



　100％には届かないも
のの、「3－2」や「3－4」
も同様に割の良い出目で
あることを覚えておきた
い。3号艇が攻めていく
展開では2号艇や4号艇
の2着が有効である。
　3連単も「1－2」や「1－
3」絡みの出現率が高い
のだが、回収率はさほど
でもない。的中させる自
信があれば問題ないが、

出現率の割にはシビアな
出目と言える。1号艇の
頭ならば「1－6－3」の回
収率が116.5％と優秀。
平均配当も7,263円と魅
力は十分ある。出現率は
下がるが「3－4－5」は回
収率206.5％という破壊
力を持っており、当地で
はナンバーワンの出目で
ある。





　ナイター場ということもあり、若松では夏場に
ＳＧが開催されることが多い。ナイターになって
からは９回のＳＧが開催されたが、その全てがオ
ーシャンカップかメモリアルのいずれか。夏のイ
メージは強いが、周年は夏場の開催が基本的にな
い。毎年開催される周年の方をベースにＧⅠ以上
の傾向を探るのが上策だろう。

去３年（ＳＧ２節、Ｇ
Ⅰ４節）のコース別成績
を見るとイン勝率は62.5
％とかなり高い。さらに
過去１年（２節）となると
同67.4％で、年々インの

信頼度は増すばかり。全
国平均と比べてもイン勝
率は高く、舟券は当然こ
のインコースが中心にな
る。また、２コースも
14.1％と全国平均より高



当傾向を見ると、わずか
ではあるが平均配当は全
国平均を上回っている。
ド本命の３桁配当率がや
や低いことも理由のひと
つであるが、最も顕著な
のは5,000〜9,990円の
いわゆる「好配当」が出や
すいことにある。
　決まり手ではやはり逃
げが圧倒しており、逃げ
率は59.7％で全国平均よ

く、内２コースを合わせ
ると１着率は76.6％で、
４レースに３回は１・２
コースが勝つという計算
になる。内寄りが非常に
強いが、しいて挙げると
５コースが穴党の狙い目
になっている。

りも３％高い。他ではま
くり率が低く、差し率が
高いのが当地の特徴であ
ろう。特に注目したいの
は２コースの差し。ナイ
ター場では水しぶきなど
で見えにくくなりやすい
２コースは難しいコース
になるが、若松ではこの
２コースは逆に狙い目に
なる。





　女子戦（オールレディース＆ヴィーナスシリーズ）、
ルーキーシリーズ、マスターズリーグの各「シリーズ
戦」はそれぞれ違う傾向を見せるため、各シリーズの
特徴を把握することは舟券攻略においては非常に重
要だ。

子戦（オールレディース&
ヴィーナスシリーズ）は混合
戦に比べるとインが弱い。と
にかく強いのは２コースで圧
倒的な狙い目となる。また、
まくりが決まりやすいために
配当はやや波乱含みとなる。



　ルーキーシリーズは一般戦の傾向に近く、そこ
まで特徴的なことは見られないが、しいて挙げる
と４コースカド戦が利く。ただ、平均配当は6,719
円と安いため、しっかりと舟券の点数を絞ること
が肝心だ。



　マスターズリーグはインがかなり幅を利かせる。
イン勝率は58.3％もあり、ベテランにとっては逃
げやすい水面と言える。逃げの他は差しが多いの
も特徴。ただ、インが強い割には万舟が出やすい。
これは前付けなど進入の乱れが要因のひとつ。前
付け選手への警戒は怠らないように注意したい。
　



　ナイターということもあって、若松では調整面の
得手不得手は分かれる。特に昼と夜の気温差による
調整力は問われる。当地巧者を把握しておけば、思
いもよらぬ好配当ゲットに繋がるかもしれない。

松勝率から全国勝率
を引いた「勝率差」が高い
選手を若松巧者として、
ＧⅠ以上、Ａ級選手、Ｂ
級選手別に調べてみた。
　圧倒的なのは17年の
メモリアルを制した寺田
祥。ＧⅠ以上、一般戦を
含めた全グレードともに
若松では無類の強さを示
している。ＧⅠ以上では
勝率1.27アップ、全グレ
ードでは若松勝率が実に
9.12、勝率差は1.82に
もなる。ＧⅠ以上では、 寺田祥

寺田の他に田村隆信、平
本真之、白井英治らが目
につくが、意外と地元の
福岡勢は少ない。



　Ａ級選手では山本兼士
に注目。全国勝率は5.73
だが、若松では7.29と
いう高い数字を残してい
る。若松勝率自体が非常
に高いのは茅原悠紀。当
地勝率8.66は自身の全
国勝率よりも１点以上高
い。Ａ１選手で、しかも
主力になりやすい選手は
番組でも優遇されること
は多いが、その中でも結
果をきっちり出している

選手は当地巧者と言って
もいいだろう。こちらも
地元勢は目立っていな
い。



　Ｂ級選手は勝率差が出やすい。それは外枠に組
まれることが少なくないため。その状況でも好成
績を残す選手は若松を手の内に入れていると見る
ことができる。
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